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☆
実
践
運
動
教
区
委
員
会
委
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
る 

 

 

五
月
八
日
〜
九
日
の
二
日
間
に
渡
り
「
雨
晴
温

泉
磯
は
な
び
」
に
て
、
実
践
運
動
教
区
委
員
、
組

長
、
副
組
長
、
組
主
幹
、
組
副
主
幹
を
対
象
と
し

五
十
名
参
加
の
も
と
、
実
践
運
動
教
区
委
員
会
委

員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

（
詳
細
は
六
月
号
、「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運

動
の
コ
ー
ナ
ー
」
に
て
） 

本
年
は
、
一
日
目
に
「
新
『
過
去
帳
』
取
扱
い

基
準
と
新
『
差
別
事
件 

糾
明
の
方
途
』
か
ら
の

学
び
」
、
二
日
目
に
「
『
宗
教
教
団
と
し
て
の
公
益

性
』
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
。 

は
じ
め
に
、
今
回
の
ご
講
師
で
あ
る
小
笠
原
正

仁
さ
ん
（
同
和
教
育
振
興
会
評
議
員
）
よ
り
講
義

が
あ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
過
去
帳
に
類
す
る
帳

簿
を
ル
ー
ツ
探
し
に
来
ら
れ
た
俳
優
に
開
示
し
た

問
題
と
一
九
九
七
年
の
差
別
法
名
・
過
去
帳
に
つ

い
て
の
調
査
か
ら
、
研
修
の
継
続
と
課
題
の
共
有

化
の
必
要
性
を
話
さ
れ
た
。
特
に
、
寺
院
は
情
報

が
集
ま
り
や
す
い
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
厳
し

く
管
理
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
言
わ
れ
た
。 

ま
た
、
過
去
帳
記
載
事
項
は
、
①
法
名
②
俗
名

③
死
亡
年
月
日
④
性
別
⑤
年
齢
⑥
施
主
（
喪
主
）

と
の
続
柄
⑦
施
主
（
喪
主
）
の
現
住
所
以
外
の
こ

と
は
書
か
な
い
と
し
、
公
開
や
閲
覧
は
禁
止
と
し
、

門
徒
の
直
接
の
先
祖
に
関
す
る
部
分
の
抜
き
書
き

メ
モ
で
あ
っ
て
も
管
理

対
象
に
な
る
と
説
明
し

た
。
そ
し
て
、
宗
派
が
新
体
制
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
新
た
な
方
途
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
に
触
れ
、

「
差
別
事
件
を
解
決
す
る
の
が
目
的
。
な
ぜ
起
き

た
の
か
を
考
え
、
教
団
全
体
で
共
有
化
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
」
と
述
べ
ら
れ
た
。 

そ
の
後
、
班
別
協
議
会
が
行
わ
れ
、「
過
去
帳
は

単
な
る
デ
ー
タ
で
は
な
く
、
信
心
を
い
た
だ
く
同

朋
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
」「
過

去
帳
の
管
理
・
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
日
頃
常
に

意
識
し
て
お
か
な
い
と
頼
ま
れ
た
時
に
見
せ
て
し

ま
い
そ
う
な
気
が
す
る
」「
過
去
帳
の
開
示
が
差
別

に
つ
な
が
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
一
瞬
に
し
て

世
界
中
の
人
に
つ
な
が
る
恐
ろ
し
さ
を
取
り
扱
う

者
は
心
得
る
べ
き
」
等
の
意
見
が
出
た
。 

講
師
所
感
で
は
、
過
去
帳
は
個
人
情
報
保
護
法

の
適
用
外
で
あ
る
た
め
、
寺
院
や
僧
侶
の
責
任
で

取
り
扱
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
私

た
ち
は
阿
弥
陀
様
の
願
い
に
ど
う
向
き
合
っ
て
い

く
の
か
が
重
要
と
言
わ
れ
、
問
題
を
風
化
さ
せ
な

い
た
め
に
こ
の
問
題
に
取
り
組
み
、
様
々
な
角
度

か
ら
問
い
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
ま

と
め
ら
れ
た
。 

二
日
目
は
、
「
『
宗
教
教
団
と
し
て
の
公
益
性
』

に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
、
社
会
に
と
っ
て
宗
教

が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
、
東
日
本
大
震
災
で
原

発
事
故
が
起
き
た
福
島
県
の
問
題
を
例
に
挙
げ
て

話
さ
れ
、
班
別
協
議
会
で
は
、
宗
教
者
に
と
っ
て

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
公
益
性
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
た
。
二
日
間
に
渡
っ
て
参
加
者
は
、
最
後

ま
で
熱
心
に
研
修
を
し
、
研
修
会
が
終
了
し
た
。 

尚
、
実
践
運
動
教
区
委
員
会
が
役
員
改
選
に
な

り
、
新
た
な
委
員
二
十
六
名
が
選
ば
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
同
朋
運
動
企
画
、
ヤ
ス
ク
ニ
問
題
、
教
材
・
情

報
専
門
委
員
会
に
分
か
れ
て
活
動
を
さ
れ
る
。
副

委
員
長
二
名
は
、
山
名
一
徳
さ
ん
（
伏
木
組
・
龍

善
寺
）
と
伯
水
永
雄
さ
ん
（
氷
見
西
組
・
明
泉
寺
）

が
そ
れ
ぞ
れ
留
任
と
な
っ
た
。 
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新
年
度
に
入
り
、
各
教
化
団
体
で
は
総
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。

四
月
九
日
の
仏
壮
連
盟
を
始
め
と
し
て
、
布
教
団
、
保
育
連
盟
、

寺
族
青
年
会
、
寺
院
女
性
会
連
盟
が
総
会
を
行
っ
た
。 

 

寺
院
女
性
会
連
盟
で
は
、
総
会
後
に
講
演
会
を
行
い
、
本
願

寺
副
執
行
長
の
養
藤
了
文
氏
が
講
演
を
さ
れ
、
六
月
六
日
に
新

た
に
門
主
に
な
ら
れ
る
新
門
様
の
法
統
継
承
式
や
、
こ
れ
か
ら

の
本
願
寺
の
体
制
に
つ
い
て
お
話
を
さ
れ
た
。 

 

尚
、
今
後
も
各
教
化
団
体
で
あ
る
ビ
ハ
ー
ラ
高
岡
、
少
年
連

盟
、
仏
教
青
年
会
、
仏
教
婦
人
会
連
盟
、
講
社
連
盟
、
門
徒
総

代
会
が
順
次
総
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。 

☆
各
教
化
団
体
で
総
会
が
行
わ
れ
る 

宗会議員選挙人名簿の縦覧について 
中央選挙管理委員会において作製されました本年の宗会議員選挙人名簿（平成２６年４月１日現在調査

のもの）を４月３０日付けで各組組長事務所宛てに送付いたしております。 
つきましては、下記事項についてご留意の上、縦覧下さいますようお願いいたします 
 

記 

１．選挙人名簿の縦覧期間は、平成２６年５月１５日より５月末日までの期間です。 

２．縦覧者（選挙人）は名簿の選挙人押印欄に押印等はしないこと。 

  ※押印等がある選挙人名簿は無効となり、選挙に使用できなくなります。 

３．選挙人本人又は縦覧者が、選挙人名簿に脱落又は誤記があると認めたときは、訂正の申し立てをす

ることができます。 

※特に平成２６年４月１日時点で既に死亡されている方が記載されている場合は訂正（削除）の必

要がありますのでご注意下さい。 

※改姓・改名、所属寺変更、帰俗、転入、転出等については、平成２６年４月１日時点でまだ手続

が完了していない方は、訂正の対象とはなりません。 

  また、平成２６年４月１日時点で成人に達していない方につきましても名簿には登載しておりま

せん。 

上記のことにご留意いただき、名簿に脱落又は誤記があると認めたときは、縦覧期間内（５月１５日か

ら５月末日まで）に組長事務所を通じて地方選管（高岡教区教務所）まで申し立て下さい。 

尚、平成２３年度より門徒宗会議員選挙人名簿についての縦覧についても僧侶宗会議員選挙人名簿と同

様に行っておりますのでご留意下さい。門徒宗会議員名簿につきましては、宗門法規により「門徒の組会

議員が選挙権を有する」ことが規定されておりますので、平成２６年４月１日時点で組会議員でない方が

名簿に記載されている場合は、削除変更の必要がありますのでご注意下さい。 
以 上 

仏
壮
連
盟
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
新
役
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
門
徒
推
進
員
の
代
表
が
代
わ
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
） 

 

理
事
長
・
本
山
連
盟
評
議
員 

 
 
 

小
竹 

勝
則
（
砺
波
組 

真
光
寺
仏
壮
） 

副
理
事
長 

石
浦 

栄
一
郎
（
関
野
組 

専
称
寺
仏
壮
） 

森  

信
義
（
新
湊
組 

妙
蓮
寺
仏
壮
） 

監
査
役 

 

坂
木 

逸
夫
（
関
野
組 

仏
子
仏
壮
） 

新
井 

郁
夫
（
氷
見
西
組 

明
泉
寺
仏
壮
） 

 

門
徒
推
進
員
代
表 

 
 
 
 
 
 
 

島 

高
志
（
新
湊
組
） 



３ 
 

 

 
去
る
四
月
二
六
日
、
富
山
西
別
院
に
て
、
高
岡
教
区
も
団
体
加
盟
す
る

「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
富
山
」
の
総
会
と
記
念
講

演
会
が
開
催
さ
れ
、
私
も
参
加
し
て
来
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
、
毎
回
、

同
会
顧
問
の
藤
野
豊
さ
ん
（
敬
和
学
園
大
学
教
授
）
か
ら
、
ハ
ン
セ
ン
病

問
題
を
め
ぐ
る
最
新
の
動
向
を
お
話
し
頂
い
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
「
ハ

ン
セ
ン
病
を
め
ぐ
る
歴
史
修
正
主
義
と
の
た
た
か
い
」
と
の
テ
ー
マ
で
講

演
さ
れ
ま
し
た
。
藤
野
顧
問
は
、
近
年
、
若
い
研
究
者
を
中
心
に
「
療
養

所
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
患
者
も
多
い
」
「
活
発
な
自
治
会
運
動
、
他
で
は

見
ら
れ
な
い
宗
教
文
化
、
ピ
ュ
ア
な
信
仰
が
生
ま
れ
た
」
「
『
糾
弾
の
歴

史
』
『
被
害
の
歴
史
』
か
ら
脱
却
す
べ
き
」
と
い
う
形
で
「
隔
離
政
策
に

は
良
い
面
も
あ
っ
た
」
と
の
論
説
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
「
国
賠

訴
訟
で
の
国
の
主
張
の
焼
き
直
し
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

「
何
故
、
今
こ
の
よ
う
な
歴
史
修
正
主
義
が
主
張
さ
れ
る
の
か
」
と
し
て
、

「
国
や
自
治
体
な
ど
に
媚
び
て
自
ら
の
権
威
を
高
め
よ
う
と
す
る
権
威

主
義
が
あ
る
」
と
指
弾
さ
れ
ま
し
た
。 

私
は
お
話
し
を
聞
き
な
が
ら
、
今
の
社
会
の
風
潮
の
な
か
で
よ
く
似
た

傾
向
が
多
く
あ
る
様
に
思
わ
れ
、
こ
の
「
歴
史
修
正
主
義
」
と
い
う
言
葉

を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、 

「
歴
史
修
正
主
義
と
は
、
『
客
観
的
な
歴
史
学
の
成
果
を
無
視
し
、
都
合
の

良
い
過
去
は
誇
張
や
捏
造
し
た
り
、
悪
い
過
去
は
過
小
評
価
や
抹
消
し
た
り

し
て
、
自
ら
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
従
う
よ
う
に
過
去
を
修
正
す
る
も
の
』
で

あ
っ
た
り
、
『
既
に
修
正
さ
れ
た
歴
史
観
の
再
修
正
を
す
る
も
の
』
と
い
う
意

味
で
使
用
さ
れ
る
」
（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
） 

 

と
あ
り
、
な
る
ほ
ど
と
納
得
し
た
次
第
で
す
。 

あ
ら
た
め
て
、
最
近
の
政
治
の
動
き
を
見
て
み
る
と
、
「
従
軍
慰
安
婦
」

や
「
靖
国
神
社
参
拝
」
、
「
憲
法
」
を
巡
っ
て
の
政
治
家
の
発
言
で
も
そ
の

様
な
意
識
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
「
教
科
書
認
定
問
題
」
は
そ
の
最
た
る

も
の
で
し
ょ
う
し
、
他
国
で
も
「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
」
「
原
爆
肯
定
論
」

と
い
っ
た
形
で
あ
る
よ
う
で
す
。 

し
か
し
、
た
と
え
ば
「
戦
争
に
は
良
い
面
も
あ
っ
た
」
「
教
育
勅
語
に

も
良
い
面
は
あ
る
」
な
ど
の
発
言
に
は
、
な
に
か
本
質
的
な
問
題
を
欠
落

さ
せ
た
ま
ま
、
自
分
の
都
合
や
価
値
観
で
歴
史
を
語
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
の
問
題
性
を
感
じ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
現
在
の
状
況
を
肯
定
、

追
認
す
る
た
め
、
歴
史
の
事
実
を
変
え
る
「
ご
都
合
主
義
」
も
あ
ち
こ
ち

で
、
散
見
さ
れ
ま
す
。 

翻
っ
て
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
を
見
渡
し
た
と
き
、
「
親
鸞
聖
人
の
歴
史

を
権
威
に
結
び
つ
け
る
」
あ
る
い
は
「
教
団
の
戦
争
協
力
や
被
差
別
民
衆

と
の
関
わ
り
を
隠
し
た
り
、
無
か
っ
た
こ
と
に
す
る
」
、
「
『
御
同
朋
・
御

同
行
』
の
歴
史
的
意
義
を
寺
院
護
持
の
手
段
と
し
て
用
い
る
」
と
い
っ
た

こ
と
に
陥
っ
て
い
な
い
か
、
あ
ら
た
め
て
自
身
を
省
み
る
必
要
が
あ
る
と

思
わ
さ
れ
ま
す
。 

「
歴
史
に
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
は
「
も
う
二
度
と
間
違
い
を

犯
さ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

【
高
岡
教
区
教
区
主
幹 

浜
野
信
宏
】 

◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

歴
史
に
向
き
合
う
と
い
う
こ
と 

 



 

ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

     『みほとけとともに』      
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
  ◎毎 週 土 曜 日（本 山 制 作）午前6:15～6:25 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前6:00～6:10 

◎５／17（土）：宏林 晃信 氏（兵庫県・浄元寺） 

「さよならのむこうがわ」  

◎５／24（土）：佐々木 恵精 氏 
（浄土真宗本願寺派総合研究所所長） 

「 法 統 継 承 を 迎 え て 」 

□５／25（日）：石川 聖子 氏 （富山教区・玉永寺） 

◎５／31（土）：赤松 徹眞 氏 
（本願寺史料研究所所長・龍谷大学学長） 

「法統継承が社会に問いかけること」  

◎６／７（土）：佐々木 鴻昭 氏（本願寺執行長） 

「未    定 」 

□６／８（日）：赤沼  唯教 氏 （高岡教区・西光寺）

◎６／14（土）：園城 義孝 氏 
（浄土真宗本願寺派総長） 

「未    定 」 

☆お知らせ☆ 
『法輪せんべい』販売について 

お茶菓子やご法事・ご法座の折のお扱いにいかがでしょう

か。お申し込み先は下記のとおり。 

FAX.でのお申し込みも承ります。どうぞご利用下さい。  
一袋二枚入りで価格は次の通り 
※ 一袋二枚入りで価格は次の通り 

・特大箱（１７５袋）  ８，３００円 
・大 箱 （３６袋）  ２，３００円 
・１ 組 （１０袋）    ５００円 

お申込み先は・・・〒933－0003  高岡市能町１２９８ 
耳浦 康真（本誓寺） Tel.＆Fax.(0766)2３-9822 

【西本願寺高岡会館６月の常例法座】 

ご講師：麻 田 秀 潤 師  

（ 新 潟 教 区 ・ 極 楽 寺 ） 

ご講題：『お念 仏 に生 きる 』 
※今年度から１４日が常例法座の日となりま

すのでお間違いのないようにお参りくださ

い。 

   ◇これからの日程（５/２０～６/２０）◇  

 ５月     

 

20 

 

23 

 

26 

 

27 

 

 

28 

 

 

29 

 

６月 

２ 

３ 

４ 

 

６ 

７ 

10 

 

 

11 

 

12 

13 

14 

 

16 

17 

19 

20 

少年連盟総会 

教材・情報専門委員会 

ヤスクニ問題専門委員会 

 

水波組聞法のつどい 

教学研究室会議 

サンセリテビハーラ活動 

清光学園理事会・評議員会 

 

長寿苑ビハーラ活動 

教区コーラス練習日 

非戦・平和公開学習会 

仏婦常任委員会 

寺青声明サークル 

 

門推世話役会 

ビハーラ総会 

雨晴苑ビハーラ活動 

 

 

若女性部会総会 

Ｂ講社準備会 

教区コーラス練習日 

マヤの会 

仏婦連盟総会 

 

連区少年連盟協議会（～13） 

富山解放連総会 

常例法座 

 

減免審査会・常備会 

講社連盟総会 

龍谷教学会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国布教使大会（本山） 

 

 

 

 

 

 

法統継承式（本山） 

 

 

 

 

 

 

連区布教団協議会（石川） 

 

     

 

編
集
後
記 

日
本
の
借
金
は
国
民
一
人
あ
た
り
約
八
百
六
万
円
と

財
務
省
が
発
表
し
ま
し
た
。
正
直
知
ら
な
い
間
に
借
金

を
背
負
わ
さ
れ
て
い
る
感
じ
が
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、

国
の
資
産
は
い
く
ら
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
様
々
な
見

方
が
あ
り
ま
す
が
、
借
金
と
同
等
に
あ
る
と
言
わ
れ
る

方
も
お
ら
れ
ま
す
。 

私
た
ち
の
宗
門
で
は
自
他
共
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ

と
を
謳
っ
て
お
り
ま
す
が
、
心
豊
か
に
生
き
る
と
い
う

こ
と
は
、
簡
単
な
よ
う
で
難
し
く
、
難
し
い
よ
う
で
簡

単
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
考

え
な
が
ら
私
た
ち
ひ
と
り
一
人
が
こ
れ
で
良
か
っ
た
と

思
え
る
人
生
が
お
く
れ
た
ら
と
思
う
こ
と
で
す
。 （

担
当
） 


